
MAFFとは農林水産省の英語表記「Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries」の略称です。

農林水産省九州農政局

総合化事業計画の認定や専門家による支援に興味のある方は農林水産省HPを
ぜひご覧ください！
▶詳細はこちら https://www.maff.go.jp/j/nousin/inobe/6jika/shinsei.html

観光農園事業の「いちご狩り」は、ゆっ
たりとした空間でいちご狩りを楽しんでも
らえるよう１日１０組限定で土日、祝日に
営業しています。吊り下げ式栽培棚を採用
し、フラットで広い通路を確保しており、
車いすやベビーカーでの利用が可能です。
さらに、未就学児は無料で幼い子どもがい
る方々から好評です。

６次産業化に取り組む同社は、令和５年２月２８日付で、いちごの観光農園に関する総合
化事業計画の認定を受けました。同社の観光農園事業と農福連携の取組みを紹介します！
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➡アグリ・クリエイティブ・シード株式会社（小郡市）
➡食料・農業・農村基本法の見直しに向けた意見交換
➡福岡県がみどり法に基づく基本計画を策定しました

アグリ・クリエイティブ・シード株式会社（小郡市）

ー 親子で楽しめる観光農園

今後は、いちごの生産性・品質の向上を図るとともに、新規の農業用ハウスの整備を
行い規模拡大を図っていく予定です。また、いちごの他にぶどうの栽培を始めており、
飲食店を経営する企業と連携して新たな事業を展開していきたいと考えています。

様々な方が働きやすいように設計された
いちご栽培施設の作業環境を活かし、社会
福祉法人を通じて障害者の方に作業を依頼
しています。現在は、選果や収穫等、各作
業工程に適した人材が従事し、障害者の方
も当施設での作業を楽しみにしているとの
ことです。

総合化事業計画の申請を受け付けています！

ー 農福連携の取組

ー 今後の取組

認定証を手に持っている諸岡社長と従業員の皆様。中島地
方参事官（右端）から認定証を手交しました！

令和４年７月に整備したいちご栽培施設。栽培棚は上下に動
かすことができます！

意見交換、ありがとうございました！

～総合化事業計画の認定～



【お問合せ先】 九州農政局福岡県拠点地方参事官室
〒812-0018 福岡県福岡市博多区住吉3-17-21 TEL 092-281-8261（代表）
https://www.maff.go.jp/kyusyu/fukuoka/index.html

福岡県がみどり法に基づく基本計画を策定しました

▼詳細はこちら
https://www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/midorikeikaku.html

令和5年3月29日、みどりの食料システム法に基づき、福岡県
と県内全60市町村が共同で「福岡県環境負荷低減事業活動の促
進に関する基本的な計画」を策定しました。
ワンヘルス(※)の理念に沿った化学肥料・化学合成農薬の使用

削減や温室効果ガスの排出量削減等の環境負荷低減の取組を推
進するとともに、「ふくおか地産地消応援の店」等での利用促
進等を図って、消費者の理解の促進と需要の喚起を進めていき
ます。

法に基づいて環境負荷の低減に取り組む農林漁業者が「環境
負荷低減事業活動実施計画」を作成し、県の認定を受けた場合、
実施計画に従って導入する機械等について税制上の支援や国庫
補助金の採択で優遇を受けることができます。

▲ワンヘルス認証
のロゴマーク

▼詳細はこちら
https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/midori/houritsu.html

▲ふくおか地産地消応援
の店のステッカー

食料・農業・農村基本法の見直しに向けた意見交換
～九州大学環境サークルEcoa～

（マーク、ステッカー：福岡県様よりご提供）

このほかにも様々な御意見
をいただきました！意見交換
ありがとうございました！

食料・農業・農村基本法の検証・見直しに当たって、生産者だけでなく消費者など様々
な分野や世代の皆様の意見を伺っております。今回、九州大学環境サークルEcoa様と意見
交換しました。学生・消費者として提示いただいた意見と活動内容を紹介します！

▶ツイッター：https://twitter.com/kyudai_ecoa

『地球にやさしく、その前
に人にやさしく』をモッ
トーに環境活動を行ってい
ます！主に九大祭や夏フェ
スでの環境活動、ゴミ拾い
等を他大学の環境サークル
とともに、ゆる～く活動し
ています！

◀地域住民や学生から資源
ごみを回収し、リサイクル
しています。

▼「キャンドルな伊都」の
様子。６月中旬頃、大学
キャンパス内を使用済み蝋
燭を再使用した光で照らす
取組を行っています。

食品廃棄物の行き先が気になります。
どのように有効活用されているのか
知りたいです！（理学部２年生）

もっと環境を良くすると自分の生活
が良くなるといったポジティブなイ
メージが広がって欲しいです！

（工学部２年生）

後継者不足が気になります。法人化を
進めて、後継者を育成・
確保することが必要
だと考えます！
（農学部２年生）

～ サークル活動のご紹介 ～

（サークル活動の写真は、Ecoa様よりご提供）

※人と動物の健康と、環境の健全性は、生態系の中で相互に密接につながり、強く影響し合う
一つのもので、これらの健全な状態を一体的に守っていくという考え方

（ナイト）


